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第10回ひぬま環境フォーラムを開催第10回ひぬま環境フォーラムを開催

　Q1. 涸沼はどうやってできたの ?　　　　　A1. 涸沼川の出口が土砂によってふさがれてできたと言われています。

　平成22年11月26日（金）いこいの村涸沼において、「第10回ひぬま環
境フォーラム」を開催しました。
　第1部では、平成22年度涸沼水質浄化ポスター、第4回ひぬまフォトコ
ンテスト、水質浄化活動功労者の表彰式を行い、選考委員会で選ばれた
ポスター24名、フォトコンテスト11名、水質浄化功労者（1個人・1団体）に
表彰状が贈呈されました。
　受賞者の皆様、おめでとうございます。今後ますますご活躍されますこ
とを期待しております。
　第2部では、東京大学大気海洋研究所の猿渡敏郎先生から「涸沼は
魚のゆりかご」というテーマでご講演いただきました。

　涸沼に生息するシラウオをはじめ、様 な々魚の写真やイラストを使ったクイズを交えながら、人と環境との関係を知る上
で最良の案内人である魚について、大変貴重なお話を伺うことができました。
　当日はご多忙中にもかかわらず、ご来賓をはじめたくさんの方々にご参加いただき誠にありがとうございました。

【第 1部】表彰式の様子

栗田　琴華（夏海小・1年）

中野　彩花（旭北小・5年） 折笠　翔太（梅香中・2年）

最優秀賞　「出番を待つ子供達」
髙田　良昇（笠間市）

ニコン賞　「水あそび」
黒澤　芳枝（東海村）
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各賞を受賞された皆様

クリーンアップひぬまネットワーク会長あいさつ

　涸沼の早春の知らせは、農家の庭先きの白梅の香や砂洲の汀（なぎさ）に
きらめく漣（さざなみ）の輝きです。
　湖上からの風は冷たくとも、水面を飛ぶ鳥には冬を越した喜びが感じられ
ます。どうぞ岸辺に立ち、両手を水に浸けてください。
　いま、水質の目安となる COD 値は、年平均で 6.2mg/ リットル前後の数
値を示していますが、これから私たちは、その値を 5.5mg/ リットルへと下
げる水質浄化運動を強化していこうと決意しています。
　海水が混じる汽水湖涸沼が、この目標を達成できたなら、関東一、いや本
州一の汽水湖であると自慢できます。沼の宝物ヤマトシジミの生息密度も本

州一を狙い、訪れる水鳥や遊泳する魚たちの多様さも関東一となるよう願うとすれば、湖内外の環境の浄化は当然、
沿岸のヨシ群落の再生・面積拡大、汚染源となる生活雑排水の涸沼への流入遮断、小・中学生への涸沼昔話の語
りや祭りへの参加奨励と、策はさまざまでしょう。流域に暮らす皆さんと話し合いを続ける一年にしたいものです。

クリーンアップひぬまネットワーク会長　　　廣瀬　誠

Q2. 涸沼はどれくらい深いの ?　　　　　　　　　　　　　　　A2. 最も深い場所で6.5m、湖平均で2.1mです。

　

涸沼水質浄化ポスター

【最優秀賞】

【優 秀 賞】

【優 良 賞】

栗田　琴華（大洗町立夏海小学校・1年）
中野　彩花（鉾田市立旭北小学校・5年）
折笠　翔太（茨城町立梅香中学校・2年）

郡司　嵐至（茨城町立大戸小学校・2年）
石塚　太陽（笠間市立稲田小学校・3年）
入江　優樹（笠間市立箱田小学校・4年）
清水　暢公（茨城町立広浦小学校・6年）
飯島　陸斗（笠間市立友部中学校・1年）
小沼　　萌（笠間市立岩間中学校・3年）

池田　榛花（鉾田市立徳宿小学校・1年）
中島　双汰（茨城町立大戸小学校・1年）
福嶋　優菜（大洗町立大貫小学校・2年）
加藤　雄大（茨城町立長岡小学校・3年）
川鍋　和希（鉾田市立大和田小学校・3年）
押鴨　優斗（茨城町立川根小学校・4年）
郡司　翔生（茨城町立大戸小学校・4年）
白澤　麻那（笠間市立大原小学校・4年）
加藤　太河（茨城町立長岡小学校・5年）
市毛　　遥（茨城町立川根小学校・6年）
口町　奈菜（鉾田市立旭中学校・1年）
石嵜　栞渚（鉾田市立旭中学校・2年）
袖山　　快（茨城町立明光中学校・2年）
小久保幸奈（鉾田市立旭中学校・3年）
遠西実可子（茨城町立桜丘中学校・3年）

　

第4回ひぬまフォトコンテスト

【最優秀賞】

【優 秀 賞】

【優 良 賞】

【奨 励 賞】

【ニコン賞】

髙田　良昇（笠間市）

滝山　　稔（水戸市）
森田　近江（水戸市）

落合　美恵（水戸市）
佐藤　宗文（茨城町）
更科　三男（水戸市）
竹内　　治（水戸市）
古橋　一郎（水戸市）

奥谷　隆介（茨城町立桜丘中学校・2年）
秋葉　俊哉（茨城町立桜丘中学校・3年）

黒澤　芳枝（東海村）

　

水質浄化活動功労者

谷萩　八重子（水戸市）
　茨城県消費者団体連絡会会長（平成20年4月～平成22年
4月）、内原くらしの会会長を務めるなど、消費生活の視点
から涸沼の環境保全に取り組まれています。

涸沼浄化推進小学校連絡会議（鉾田市・茨城町）
　各小学校児童会等（10校）による連絡会議（年2回）の開
催、清掃奉仕活動、水質調査、各小学校における涸沼浄化コー
ナーの設置等、涸沼の浄化活動及び意識啓発活動に取り組ま
れています。

（敬称略）



茨城町の宝「涸沼」から学ぶ　茨城県立茨城東高等学校JRC部3年　圷 健吾

あなたもクリーンアップひぬまネットワークに参加してみませんか?
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皆様のご参加をお待ちしております。

　クリーンアップひぬまネットワークでは、会員を広く募集しております。
流域の会員と手を携えながら、あなたも一緒に水質浄化や環境保全活動に取り組んでみませんか ?

　今年度は生徒会や JRC（青少年赤十字）部の活動を通して、「ひぬま流域クリーン作戦」と「茨城町涸沼環境フェ
スティバル」に参加しました。
　 「ひぬま流域クリーン作戦」では、涸沼を愛する地域の方々や環境保全に熱心な各団体の方々と一緒に、涸沼
の周辺を歩いて清掃活動を行いました。紙くずやタバコの吸殻はいうに及ばずビン・缶といった不燃物、中には
粗大ごみのような物まであり、大変な作業になりました。でも、涸沼をきれいにしようと集まったみんなで力を
合わせたら、全てではありませんがたくさんのごみを回収することができました。誰かが捨てたごみを最後は誰
かが拾わなければなりません。涸沼のために自ら積極的に取り組む地域の方々や各団体の皆さんをとても素晴ら
しいと思いました。私達茨城東高校もこの活動を継続して、多くの人々
にこの取り組みの素晴らしさを伝えていきたいと思います。
　「茨城町涸沼環境フェスティバル」では、写真部と JRC 部が参加しまし
た。写真部は、「茨城東高校周辺の自然環境」と「涸沼」を題材とした写
真を展示しました。JRC 部では、校内で行っているエコキャップ収集活
動やこれまでのボランティア活動の様子を展示発表しました。また、「非
常災害時における社会環境を考える」というテーマで炊き出し実演も同
時に行いました。これは日本赤十字社茨城県支部より提供を受けた非常
災害時の炊飯用ビニール袋を使用しました。どの発表実演も来て下さっ
た地域の方々から好評を得ることができました。これらの発表で涸沼の魅力や自然環境について伝えることがで
きたと思っています。
　私はこれまでの催しに参加して、自然環境や人と環境の関わりについて学ぶことができました。経験から学ん
だことを多くの人々に伝えるとともに、涸沼の環境保全について学校全体の取り組みとしてアクションを起こす
ことが出来ればと思います。私も今まで以上に活動の場を広げて、さらに環境について学んでいきたいと思って
います。

Q3. 夏に涸沼の湖上で行われるお祭りは ?　　　　　　　　　　　A3.「あんば祭り」（大杉神社の御田植祭）です。

活動の内容や入会についてのお問い合せは、ネットワーク事務局までお気軽にご連絡ください。

【クリーンアップひぬまネットワーク】 会員数274（一般198・事業所35・団体31・行政10）※平成22年4月現在

　クリーンアップひぬまネットワークは、涸沼の美しい自然を保全し、将来に残していくために、平成
13 年 3 月に流域の住民、事業所、団体、行政が一体となって設立されました。
　これまで、「ひぬま流域クリーン作戦」、「ひぬま流域ウォッチング」、「ひぬま環境フォーラム」、「ひ
ぬまフォトコンテスト」などの活動を通じて、涸沼の水質浄化活動に取り組んでまいりました。
　このような取り組みに賛同いただき、ご支援・ご協力いただいている皆様に支えられ、今年 3 月で設
立 10 周年を迎えます。
　今後もクリーンアップひぬまネット
ワークでは、次世代へ美しい涸沼を引き
継いでいけるよう各種事業を展開してま
いります。　

ひぬま環境フォーラムひぬま流域クリーン作戦
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賛助金のご協力ありがとうございました
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読者プレゼントクイズ「ナンバーナイン」に挑戦

発　行：クリーンアップひぬまネットワーク
　　　　〒310-8555　水戸市笠原町978-6　県環境対策課内
　　　　電話：029-301-2968　FAX：029-301-2969
　　　　ホームページ　http://www.hinuma-network.jp

第 5回ひぬまフォトコンテスト作品募集のお知らせ

21 63
67
3

8
7

1 4

1

1
4 61

5

8

2
2

4
9

2
5

8
96 4 5

1 8
9

　ネットワーク活動の充実を図るため、事業所会員及び団体会員の皆様に賛助金（1 口 10,000 円）のご協力をお願いし
ましたところ、31 事業所及び団体様から合計 320,000 円のご協力をいただきました。誠にありがとうございました。
今回ご協力いただきました賛助金は、啓発物品の作成費に充てさせていただきます。
　今後とも引き続きご理解、ご協力をお願いいたします。
【２口】 日本たばこ産業㈱友部工場
【１口】 

　タテ（9列）・ヨコ（9行）・マス（9枡）に1から9の数字が重複しないように入
ります。4つの□に入る数字の合計はいくつになるでしょうか。
　正解者の中から抽選で10名の方に、図書カード(1,000円分）をプレ
ゼントします。たくさんのご応募をお待ちしております。

【応募方法】
　郵便はがきに、「クイズの答え・住所・氏名・電話番号」をご記入の
うえ、下記のネットワーク事務局までお送りください。
　当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

　　　　　　　※ 平成23年3月31日（木）の消印有効です。

　クリーンアップひぬまネットワークでは、自然に親しみ、水質浄化や自然保護に対する意識を高めることを目的に、
涸沼流域の自然や日常の風景などを題材とした写真作品を募集しております。
　涸沼流域の自然や人々の暮らし等、あなたが未来に残したい涸沼の風景を、写真を通じて表現してみませんか。
　たくさんのご応募をお待ちしております。

※応募の詳細については、ホームページ（http://www.hinuma-network.jp/）をご覧ください。

•作品のテーマは、涸沼流域の①自然風景、②動植物、③人々の暮らし等です。
•作品は、カラー四ツ切りサイズとします。（高校生以下は、サービス判での応募が可能です。）
•応募は、1 人 10 点以内です。（各作品の裏面に応募用紙を貼付願います。）
•最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点、優良賞 5 点、ニコン賞 1 点を選定し、表彰する予定です。
　（表彰式は、平成 23 年 11 月に行う予定です。）

　　　　　　　 応募締切：平成23年9月30日（金） ※当日消印有効

あさ川製菓㈱
㈱常陽銀行公務渉外部
稲田石材商工業協同組合
板橋精機㈱岩間工場
㈱茨城県中央食肉公社
いこいの村涸沼
水戸市常澄商工会
水戸市内原商工会
㈳茨城県畜産協会
㈳水戸観光協会

㈱ニコン水戸製作所
㈲井戸ライフ
イオンリテール㈱ジャスコ笠間店
八幡砕石工業㈱茨城工場
㈳園芸いばらき振興協会
㈱さしろ
笠間市商工会
大洗町商工会
茨城中央農業協同組合
㈳笠間観光協会

㈱山新
関東セキスイハイム工業㈱
㈱タカタ
㈶茨城県環境保全事業団
日東電気㈱
オールドオーチャードゴルフクラブ
茨城町商工会
水戸農業協同組合
茨城旭村農業協同組合
茨城県生活協同組合連合会
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）


